
応募者※1 個人・団体 アイデア名 ページ 分野

上智大学
理工学部　林研究室※2

団体 宇宙旅行のための携帯電話システム ―

個人① 個人 超省エネ 宇宙で稼働する情報処理ステーション p1-9
個人② 個人 反重力、超光速通信の基礎研究 p10-11
個人③※3 個人 グローバル有機的ミスト状通信ネットワーク p12
個人④※3 個人 宇宙開拓アドベンチャーゲームシステム p13

個人⑤※4 個人
宇宙時代に有効なニュートリノを用いた
新たな通信環境の構築

p15

㈱大林組 団体 宇宙エレベーター建設構想 p15
個人⑥ 個人 加速器の利用による系外惑星探査 p16

個人⑦ 個人
絵本作品『のんちゃんのうちゅううんどうかい』
～地上ときんせい（宇宙）を繋ぐ通路～

p17-30

個人⑧※3 個人 自走式以外のクライマー p31
個人⑨※3 個人 小惑星を利用した惑星間飛行 p32
宇宙太陽発電
システム検討会

団体 宇宙での太陽発電と地球への送電システム p33-40

ジェネロ㈱ 団体 人工光合駆動型火星作業ロボット p41
個人⑩ 個人 人工太陽の活用アイデアと実現方法 p42-44
個人⑪※3 個人 光フェーズドアレイ通信・電力給電システム p45
　―　※4 ― 宇宙における持続可能なエネルギー社会の実現 ―
個人⑫ 個人 火星移住候補地とその調査方法について p46
個人⑬ 個人 月面基地構想 p47

個人⑭ 個人
インフレータブル３次元展開構造の宇宙基地開発
～カブトムシの蛹の角に学ぶ～

p48

個人⑮ 個人 第二の地球 p49
個人⑯ 個人 AIで異星進出 p50

個人⑰ 個人
東京オリンピックの開会式のオープニングセレモニーに
五輪の花火を打ち上げる

p51

個人⑱ 個人 ３６０°カメラによるバーチャル宇宙ツアー p52
個人⑲ 個人 月面オリンピック（仮称） p53
個人⑳※3 個人 宇宙アミューズメントパークの設立 p54
個人㉑ 個人 10次産業：宇宙産業で第5次産業革命を興す p55
個人㉒ 個人 宇宙政策立案支援ツール：Wisdom×Space p56-57
個人㉓※3 個人 火星埋葬 p58
※1　団体及び個人から、３０件の応募。（ただし、２件はアイデア名等の一覧への掲載も不可。）
※2　資料非公開。   ※3　プレゼンテーション不可。   ※4　資料非公開及びプレゼンテーション不可。

その他
産業等

エンタメ

情報通信

エネルギー

「宇宙利用に関するアイデアの募集」に対する応募結果（宇宙利用の長期的な将来像等）

　政府が、目指すべき方向性や短期的に取り組むべき方策について、「宇宙利用の将来像に関す
る懇話会」での検討に先立ち、広く宇宙利用に関するアイデアの募集を実施。

アイデア募集②に対する応募結果は下表のとおり。
一部についてプレゼンテーションを依頼する予定。

＜参考：募集内容＞
② 宇宙利用における長期的な将来像やその実現に向けた方策

（募集期間：平成29年12月26日～平成30年２月27日）
 例１　宇宙エレベータ、スペースプレーン等の輸送システム、

　月近傍等における有人宇宙活動、宇宙デブリの自動除去、
　　 宇宙空間での居住、太陽系外探査、量子テレポーテーション等

　例２　その他SFやマンガ・アニメで描かれている将来像に関するもの

表　応募結果一覧
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【
超

省
エ
ネ

 
宇

宙
で
稼

働
す
る
情

報
処

理
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】
 

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

地
球

上

20
0k

m
～

50
0k

m
低
軌
道

太
陽

光
(電

力
)

排
熱

静
止

衛
星

、
デ

ー
タ

中
継

衛
星

演
算
結
果

プ
ロ

グ
ラ

ム
入

力
、

デ
ー
タ
入
力

静
止
衛
星

静
止
衛
星

衛
星
間
通
信

衛
星
間
通
信

宇
宙
上
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

繰
り

返
し

演
算

デ
ー
タ
伝
送

静
止
軌
道

図
超
省
エ
ネ
、
宇
宙
で
稼
動
す
る
情
報
機
器
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
構
図

宇
宙

空
間

修
理
ロ
ボ
ッ

ト

演
算
結
果

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

デ
ー
タ
入
力

CO
P２

１
は
今
世
紀
末
に
人
間
活
動
に
よ
る
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
的
に
ゼ
ロ

に
す
る
目
標
を
掲
げ
た
。
先
端
分
野
で
は
情
報
処
理
の
活
用
が
著
し
い
、
こ
の
分
野

の
電
力
消
費
を
宇
宙
空
間
を
使
っ
て
劇
的
に
削
減
し
よ
う
。

宇
宙
空
間
で
使
用
す
る
情
報
処
理
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
想
設
計
に
取
り
掛
か
る
。
ま
ず
、

10
年
計
画
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
並
行
し
て
新
規
な
要
素
開

発
を
進
め
る
。

（
応

募
者

名
：
個
人

①
）
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【
グ
ロ
ー
バ

ル
有

機
的

ミ
ス
ト
状

通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】
 　

（
応

募
者

名
：
個

人
③

）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

未
来

の
通
信
は
、
携
帯

や
超

微
小

な
小

型
デ
バ
イ
ス
端
末

が
マ
シ
ン
同
士
で
つ
な
が

る
世

の
中

。
こ
れ
ら
は
、
超
小
型

で
、
超
低

消
費
電
力

で
、
超

小
型

の
ア
ン
テ
ナ
で
あ
る
た
め

に
、
個
々
で
は
宇
宙
空
間

ま
で
の

長
距

離
の

衛
星
通
信

に
は
適

さ
な
い
技
術
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
、
超

小
型
で
あ
る
が

、
長
距

離
ま
で
ど
こ
で
も
誰

と
で
も
つ
な
が

る
技

術
を
実
現

。

そ
れ

ぞ
れ

の
微

小
な
端

末
の

必
要

な
位

置
や
周

波
数
や

通
信
方
式

な
ど
の

情
報
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
蓄

積
さ
れ

、
ど
の

よ
う
に
同
期
を
と
る
の

か
、
ど
の

周
波

数
を
発
信
す
る
の
か

、
何

の
情
報

を
送

る
の
か

な
ど
有

機
的

に
連

携
し
て
動

作
す
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
様
な
同

調
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
で
ミ
ス
ト
状
（
霧

状
）
な
部

分
集
団
と
し
て
送
受

信
を
行

い
、
通

信
を
実

現
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構

築
。
フ
ェ
ム
ト
衛
星

（
数

十
～

百
グ
ラ
ム
以
下
）
が

実
現

す
る
で
あ
ろ
う

20
50

年
に
は
技

術
と
し
て
開

花
し
て
い
れ

ば
と
考

え
る
。

地
球
を
取

り
巻
く
ク
ラ
ウ
ド
状

の
超

微
小

な
小

型
衛
星
群
や
、
地
上
に
お
け
る
超

微
小

な
小

型
端
末
群

が
3次

元
空

間
を
無

秩
序

に
移

動
。

こ
れ
ら
の

小
型
通
信

端
末

が
、
通

信
し
た
い
相

手
端
末
へ
、
必
要
な
周

波
数

で
有

機
的

に
同

期
し
て
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
を
形

成
し
、
合

成
開

口
と
し
て
高
い
ア
ン
テ
ナ
利

得
を
持

ち
、
宇

宙
と
地

上
を
結
ぶ
通
信
を
可

能
と
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
状

超
小
型
衛
星
群

通
信

通
信

フェーズドアレー合成

地
上
ク
ラ
ウ
ド
状
超
小
型
端
末
群
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【
宇

宙
開

拓
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
】 （

応
募

者
名
：
個

人
④

）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

今
後
，
宇
宙
を
利
活

用
し
て
い
く
う
え
で
，
宇

宙
を
開

拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
．
地

球
を
開

拓
す
る
の

と
は

異
な
り
，
膨

大
な
宇

宙
を

開
拓
し
て
い
く
た
め
に
は

，
遠

隔
操

作
で
ロ
ー
バ
ー
等
の
無

人
機

を
操
作
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
え
る
．
そ
う
い
っ
た

開
拓
作
業
を
あ
る
種
ゲ
ー
ム
感

覚
で
ど
ん
な
人

で
も
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
と
し
て
，
惑

星
上
の

無
人
機

や
宇
宙

空
間

を
航

行
中

の
探

査
機

等
を
個
人
が
自
由
に
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
，

VR
や

AR
等

も
活

用
し
宇

宙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
な
が
ら
，
そ
の
開
拓

の
一
手

を
担

う
こ
と
が

で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

実
現
に
は

よ
り
通
信
イ
ン
フ
ラ
の

強
化

や
衛
星
コ
ス
ト
の
低

廉
化
，
無
人
機

等
の
量

産
化
が

必
要

に
な
る
と
考

え
ら
れ

る
．

ま
た
，
開

拓
で
得
ら
れ

た
産

物
の

取
り
扱

い
方
等
も
細
か

な
ル
ー
ル
化
が

必
要

に
な
る
と
考

え
ら
れ

る
．

20
50

年
に
は
シ
ス
テ
ム
が

実
現

し
，
普

及
し
て
い
れ
ば
と
思

う
．

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
農
作
物
を
育
て
る
ゲ
ー
ム
が
実
際
の
農
業
と
連
動
し
て
い
る

Io
T×

農
業
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
，
宇
宙
開
拓
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
面
白
い
！
！
！
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宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
構
想

（
応
募
者
名
：
大
林
組
）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

・
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
・
宇
宙
旅
行
の
拡
大
に
は
、
安
価
な
新
規
輸
送
シ
ス
テ
ム
が
必
要

・
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
輸
送
コ
ス
ト
は
、
従
来
に
比
べ
1
/1
0
0
と
試
算
さ
れ
て
い
る

・
実
現
の
た
め
に
は
、
技
術
開
発
、
体
制
構
築
、
事
業
計
画
、
法
的
整
備
な
ど
が
必
要

・
課
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
施
工
期
間
は
、
ケ
ー
ブ
ル
建
設
開
始
か
ら
2
0
年

・
2
0
3
0
年
に
ケ
ー
ブ
ル
建
設
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
2
0
5
0
年
に
完
成
の
可
能
性
が
あ
る

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
全
景

静
止
軌
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ア
ー
ス
ポ
ー
ト
（
地
上
基
地
）
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【
加
速
器
の
利
用

に
よ
る
系
外
惑
星
探
査

】
（
応

募
者

名
：
個
人

⑥
）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

太
陽
系
や
地
球
の
起
源

に
つ
い
て
は

現
在

有
力
な
説
が

あ
る
も
の
の

真
実
は

未
だ
不

明
の
ま
ま
で
あ
る
。
地
球
外
生
命
体
の
存
在
を
知
る
う
え

で
惑
星
系
の
起
源
を
明

ら
か

に
す
る
こ
と
に
は

大
き
な
意
義

が
あ
る
が

，
太

陽
系
内

惑
星
と
比
べ
て
遥
か
遠
く
に
あ
る
系
外
惑
星
に
宇
宙
探
査
機

を
到
達
さ
せ
る
に
は
と
て
つ
も
な
く
時

間
が
か

か
る
た
め
，
現

在
の

技
術
で
は
非

現
実
的
で
あ
る
。

St
ep

he
n 

H
aw

ki
ng

氏
ら
に
よ
る

Br
ea

kt
hr

ou
gh

 S
ta

rs
ho

t計
画

が
始

ま
っ
た
ば

か
り
で
は

あ
る
が

，
将

来
的
に
は
画

像
の
撮
影
に
と
ど
ま
ら
な
い
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
，
よ
り
長

期
的

な
視

野
の
元

，
太

陽
系
外

惑
星
に
探
査

機
を
送

る
手
段
を
考
え
た
。

現
在
の
惑
星
探
査
機

を
小

型
化

・
軽
量

化
し
た
も
の

（
Br

ea
kt

hr
ou

gh
 S

ta
rs

ho
tの

St
ar

Ch
ip

ほ
ど
で
は
な
く
，
探
査
機
と
し
て
の
あ
る
程

度
の
観
測
機
器
を
搭

載
し
た
も
の
）
を
絶

縁
体
で
覆
い
，
そ
れ

を
さ
ら
に
金

属
で
囲

う
。
そ
の
金
属
を
帯
電
さ
せ
電
場
を
か
け
る
こ
と
で
，
荷
電
粒
子

の
加
速
器
の
要
領
で
，
宇

宙
空
間

に
建
設

し
た
加

速
器

で
光

速
近
く
ま
で
加

速
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
，
地
球
近
傍
の
惑
星
に
現
実
的
な
時
間
で
探

査
機
を
送
る
こ
と
を
目

指
す
。

た
だ
し
，
探
査
機
ほ

ど
の

大
き
な
物

体
を
光

速
近
く
ま
で
加

速
さ
せ

る
の

に
必

要
な
電
圧
や
加
速
距
離
（加

速
器
の
長
さ
）は

私
に
は
計
算
で
き

ず
，
現
実
性
は
定
か
で
は

な
い
。
ま
た
，
加

速
器
に
は
線

形
加
速

器
や
円

形
加
速

器
な
ど
の
様
々
な
形
状
が
あ
り
，
ど
れ
が
適
し
て
い
る
の
か
は

判
断
し
か
ね
る
。
し
た
が

っ
て
，
ひ
と
つ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
検

討
の
対

象
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
の
技
術
で
は
到
底

不
可
能

で
あ
り
，
資

金
集

め
，
研

究
・
開

発
，
加

速
器

の
建
設
に
は
相
当
な
時
間
（
最
低
で
も

10
0年

）
が
か
か
る
と
思
わ

れ
る
。
莫
大
な
コ
ス
ト
を
考
慮

す
れ

ば
，
米

加
や
露

欧
，
中

印
な
ど
の

政
府

や
民
間

企
業
と
の
出
資
，
技
術
提
供
に
お
け
る
協
力
が
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。
宇
宙
空
間
で
の

建
設

を
す
る
上

で
，
月

面
基
地

の
よ
う
な
地
球

の
外
部

に
拠

点
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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【
直

動
の

差
動

変
速

を
用

い
た
ク
ラ
イ
マ
ー
】

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

（
応

募
者

名
：
個

人
⑧

）
 

固
定
ケ
ー
ブ
ル

可
動
ケ
ー
ブ
ル

（
往
復
）

ク
ラ
イ
マ
ー

ケ
ー
ブ
ル

は
最

低
２
本
、
で
き
れ
ば
３
本

用
い
て
往

復
運
動

さ
せ
る
。
遅

く
て
短

い
距

離
の

往
復
運
動
を
、
増
速
す
る
こ
と
で
、

ク
ラ
イ
マ
ー
を
速
く
登
ら
せ
る
。
直
動
の
差
動

変
速
は

、
変

速
の

方
向
が

変
え
ら
れ
る
の

で
、
往
復
運
動
で
あ
っ
て
も
、
ク
ラ
イ
マ
ー
は

切
換

え
て
次

々
登
れ
る
。
複
数
の
ケ
ー
ブ
ル

を
使

う
こ
と
で
捩
れ

の
問
題

が
出
て
来
る
の

で
、

10
年
ぐ
ら
い
の
研
究
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

宇
宙

エ
レ
ベ
ー
タ
用
と
し
て
自
走
式
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が

研
究

さ
れ

て
い
る
が
、
上

昇
速
度

、
動
力
源
の
限
界
は
低
く
い
。

ま
た
、
放

熱
が

期
待
で
き
な
い
宇
宙
空
間
で
、
ク
ラ
イ
マ
ー
自

身
に
動

力
源
を
持

た
せ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
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（
応

募
者

名
：
個

人
⑨

）
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SSPS) [1] [2] [3]

Innovation for Cool Earth Forum (ICEF) 2016
[4] SPS ICEF 

2016 [3] [5] [6]

• 1 (SPS) [1]
•

•
• SSPS)
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•
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•
•
•
•

•
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【
人

工
光

合
駆

動
型

火
星

作
業

ロ
ボ
ッ
ト
】

（
応

募
者

名
：
ジ
ェ
ネ
ロ

(株
)）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

火
星
上
で
人
類

が
活
動
を
す
る
為
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
必
要
で
あ
る
。

太
陽
光
は
、
地

球
に
比
較
す
る
と
弱
く
な
る
が
、
存
在
は
す
る
。
ま
た
火
星
に
は
氷
が
あ
る

可
能
性
が
高
く
、
二
酸
化
炭
素
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の

火
星
の
特
性
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
工
光
合
成
駆
動
型

火
星
作
業
ロ
ボ
ッ
ト

火
星
で
現
地
調
達

し
た
水

を
燃

料
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト

内
蔵
の
光
触

媒
が

、
太

陽
光

を
利

用
し
て
、
メ
タ
ノ
ー

ル
を
生
成
す
る
。

そ
し
て
メ
タ
ノ
ー
ル

生
成

時
に
発

生
し
た
酸
素

を
利

用
し
、
メ
タ
ノ
ー
ル

を
燃

焼
さ
せ

た
動

力
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
駆
動
さ
せ
る
。

完
全
燃
焼
さ
せ
た
メ
タ
ノ
ー
ル

は
、
水

と
し
て
保

存
し
、

再
び
利
用
す
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
、
自
律

的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
生

成
す
る
事

で
、
活
動
範
囲

が
飛
躍

的
に
広

が
る
可

能
性

が
あ
る
。

水

触
媒
に
よ
る
分
解

太
陽
光

CO
2

吸
着

二
酸
化
炭
素

酸
素

メ
タ
ノ
ー
ル

完
全
燃
焼

水

二
酸
化
炭
素

20
20

年
：

光
合
成
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
完
成
（
触
媒
技
術
、
光
合
成
膜
デ
バ
イ
ス
の
開
発
）

20
30

年
：

光
合
成
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
実
用
化

20
40

年
：

自
律
型

人
工
合
成
駆
動
型

火
星
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
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【
光

フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
通

信
・
電

力
給

電
シ
ス
テ
ム
】
 　

（
応

募
者

名
：
　

個
人

⑪
）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

宇
宙
に
お
け
る
太
陽

光
発

電
シ
ス
テ
ム
は

、
地
上

で
の

CO
2排

出
量

が
小
さ
く
、
地

上
よ
り
多

く
の

太
陽

光
を
利

用
で
き
、
昼

夜
、

天
候
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
安
定
し
て
お
り
、
震
災
等

の
地
上

の
自

然
災

害
の

影
響

を
受

け
に
く
い
。

レ
ー
ザ
（
や
マ
イ
ク
ロ
波

）
等

で
無

線
電

力
伝

送
を
行

う
こ
と
で
、
必
要

と
す
る
地
域
へ

無
線

に
よ
り
柔

軟
に
送

電
で
き
る
。
し
か

し
、

軌
道
上
で
の
高
出
力

レ
ー
ザ

ー
の

実
現

、
レ
ー
ザ
の

電
力
変

換
効
率

の
向
上

、
追
尾

指
向

性
能

の
向

上
、
耐

高
出

力
光

学
シ
ス

テ
ム
の
設
計
、
天
候

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
伝

送
効
率

低
下
・
遮
断

の
回
避

手
法
（
天
候

予
測

、
マ
ル

チ
サ

イ
ト
化

）
が

課
題

。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
の
近

傍
の

静
止

軌
道

上
に
、
宇

宙
エ
レ
ベ
ー
タ
で
輸

送
し
た
太
陽

光
発

電
パ

ネ
ル

を
展

開
す
る
と
非

常
に
効

率
的
で
、
そ
こ
で
発
生
し
た
電

力
を
レ
ー
ザ

（
や

マ
イ
ク
ロ
波
）
等

で
地

上
に
送

る
と
、
宇
宙

な
ら
昼

夜
も
天

気
も
関

係
な
く

24
時

間
発

電
で
き
る
。
日
本
が
研

究
の

最
先

端
で
あ
る
太

陽
発
電

衛
星

に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
問

題
を
解

決
し
、

20
50

年
に
は

宇
宙

遊
覧

や
、
宇

宙
ホ
テ
ル
な
ど
へ
の
滞

在
と
い
っ
た
宇

宙
観

光
、
無
重
力

/低
重
力

を
利

用
し
た
様
々

な
産

業
の

発
展

が
期

待
さ
れ

る
。

宇
宙
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
課

題
と
な
る
、
追
尾

指
向

性
能
の
向
上
を
行
う
光

フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
を
実
現
す
る
。

光
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
は

、
Si
ベ
ー
ス
の

デ
バ

イ
ス
に
微

細
構
造
を
持

つ
プ
ラ
ズ
モ
ン
（

Pl
as

m
on

）
デ
バ

イ
ス
を
光
集

積
回
路
で
小
型
に
し
て
実

現
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
宇
宙

空
間
で
の
機
械
的
可

動
部

分
が

な
い
光

学
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
レ
ー
ザ

シ
ス
テ
ム
の
追

尾
指
向

性
能
の
向
上
を
行
う
こ
と
が

可
能

。

静
止
軌
道

ク
ラ
イ
マ
ー

地
球

エ
レ
ベ
ー
タ

質
量
中
心

構
造
物
（
カ
ウ
ン
タ
ー
質
量
）

ケ
ー
ブ
ル

太
陽
電
池
サ
イ
ト
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【
月
面
基
地
構
想
】

（
応

募
者

名
：
 個

人
⑬

）

実
現
イ
メ
ー
ジ

47



イ
ン
フ
レ
ー
タ
ブ
ル

３
次

元
展

開
構

造
の

開
発

～
カ
ブ
ト
ム
シ
の

蛹
の

角
に
学

ぶ
～

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

将
来

、
月

や
火

星
の

探
査

や
鉱

物
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

採
掘

に
利

用
す

べ
く

、
各

国
で

宇
宙

基
地

が
計

画
さ

れ
、

そ
れ

に
向

け
て

技
術

開
発

が
行

わ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

建
物

な
ど

の
大

型
の

立
体

物
を

低
コ

ス
ト

で
宇

宙
に

運
ぶ

方
法

は
今

の
と

こ
ろ

な
く

、
模

索
が

続
い

て
い

る
。

カ
ブ

ト
ム

シ
の

幼
虫

が
蛹

に
な

る
と

き
、

幼
虫

の
頭

の
中

で
形

成
し

た
角

原
基

を
膨

ら
ま

せ
て

迅
速

に
角

を
作

る
こ

と
に

学
び

、
内

外
壁

の
M
L
I
（

多
層

断
熱

材
）

を
薄

膜
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

チ
ュ

ー
ブ

を
膨

ら
ま

せ
て

展
開

さ
せ

る
３

次
元

の
展

開
構

造
を

開
発

す
る

。
こ

れ
を

生
か

す
こ

と
で

月
、

火
星

周
回

の
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
や

宇
宙

基
地

の
建

物
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

。

1
)

昆
虫

の
蛹

の
展

開
構

造
や

原
基

形
成

の
研

究
を

産
学

官
一

体
で

進
め

、
折

り
畳

み
し

わ
の

パ
タ

ー
ン

と
立

体
構

造
の

関
係

、
し

わ
の

形
成

過
程

を
明

ら
か

に
す

る
。

2
)

壁
内

部
に

使
用

す
る

薄
型

の
放

射
線

遮
蔽

材
を

開
発

し
、

そ
の

成
果

を
開

発
に

生
か

す
。

3
)

展
開

方
法

は
産

学
官

共
同

開
発

と
す

る
。

4
)

実
現

時
期

2
0
2
5
〜

2
0
3
0
年

度

（
応

募
者

名
：
 個

人
⑭

）
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【
第

二
の

地
球

】
（
応

募
者

名
：
 個

人
⑮

）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

世
界
で
は
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
２
０
５
０
年
に
は
約
１
０
０
億
人
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
土
地
の
不

足
や
資
源
の
枯
渇
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
箱
型
の
空
間
を
つ
な
げ
て
い
き
、
他
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
結
し

て
い
く
。
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
実
現
可
能
次
第
作
り
始
め
る
。
２
０
５
０
年
に
移

住
開
始
を
め
ど
に
計
画
を
進
め
る
。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
要
所
要
所
に
建
て
空
港
の
よ
う
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
く
る
。
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
地
球
の
外
側
を
覆
い
、
そ

こ
に
新
た
な
居
住

環
境
（
こ
れ
を
第
二
の
地
球
と
呼
ぶ
）
を
作
る
。

人
が
第
二
の
地
球
に
居
住
す
る
こ
と
で
地
上
（
こ
れ
を
第
一
の
地
球
と
す

る
）
の
土
地
に
余

裕
が
で
き
、
こ
こ
で
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
が

AI
搭

載
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
行

わ
れ
る
。

基
本
、
水
や
資
源
な
ど
の
供
給
は
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
地
球
か

ら
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
運
ぶ
。

ま
た
、
第
一
の
地
球
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
高
度
で
の
研
究
も
可
能
と
な
り
、
科

学
技
術
が
発
展
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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【
A

Iで
異

星
進

出
】

（
応

募
者

名
：
個

人
⑯

）
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【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
五
輪
の
花

火
を
打
ち
上
げ
る
】

（
応

募
者

名
：
 個

人
⑰

）

実
現
イ
メ
ー
ジ

51



３
６
０

°
カ
メ
ラ
に
よ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
宇
宙
ツ
ア
ー

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

横
浜
市
で
は
、
横
浜
経
済
の
強
み
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
・

IT
産
業
の
集
積
」
を
活
か
し
、

Io
T等

（
Io

T、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

AI
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
）
を
活

用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
た
、
交
流
・
連
携
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
、
人
材
育
成
等
の
場
と
な
る
『
Ｉｏ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
Ｉ▫
Ｔ
Ｏ
Ｐ
横
浜
）
』
を
立
ち
上
げ
、
企
業
・
団
体
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

36
0°

カ
メ
ラ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
、
株
式
会
社
リ
コ
ー
と
協
力
し
て
、

36
0°

映
像
活
用
Ｗ
Ｇ
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

一
方
、
宇
宙
旅
行
は
子
供
た
ち
を
含
む
人
々
の
あ
こ
が
れ
で
す
が
、
一
部
の
人
し
か
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

36
0°

映
像
と
Ｖ
Ｒ

ゴ
ー
グ
ル
で
、
宇
宙
を
広
く
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
宇
宙
開
発
投
資
の
成
果
を
人
々
が
直
接
実
感
で
き
、
さ
ら
な
る
理
解
と
協
力
が
得

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
１
：

36
0°

カ
メ
ラ
搭
載
ロ
ケ
ッ
ト
の
弾
道
飛
行

（
発
射
か
ら
帰
還
ま
で
）

ス
テ
ッ
プ
２
：

36
0°

カ
メ
ラ
搭
載
の
地
球
低
軌
道
周
回
衛
星

（
宇
宙
か
ら
み
た
地
球
）

ス
テ
ッ
プ
３
：

36
0°

カ
メ
ラ
搭
載
の
月
・
惑
星
探
査
機

（
他
の
星
に
立
っ
て
み
る
）

ス
テ
ッ
プ
４
：

36
0°

カ
メ
ラ
搭
載
の
月
・
火
星
ク
ロ
ー
ラ
ー

（
他
の
星
を
探
検
し
て
み
る
）

３
６
０

°
・
高
画
質
画
像
・

動
画
に
よ
る
体
験

ロ
ケ
ッ
ト
、
人
工
衛
星

か
ら
の

36
0°

カ
メ
ラ
動
画
の
撮
影
・
映
像
転
送
に
よ
り
、
そ
の
場
に
い
る
よ
う
な
感
覚
で
宇
宙
飛
行

、
惑
星
探
査
を

Ｖ
Ｒ
体
験
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
。

N
AS

A/
JP

L/
Co

rn
el

l U
ni

ve
rs

ity
, M

aa
s D

ig
ita

l L
LC

 

ST
EP

1「
弾
道
飛
行
体
験
」

ST
EP

2「
周
回
軌
道
体
験
」

ST
EP

3「
衛
星
訪
問
」

ST
EP

4「
地
表
を
歩
く
」

（
応

募
者

名
：
 個

人
⑱

）
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【
月

面
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
仮

称
）
※
】

（
応

募
者

名
：
 個

人
⑲

）

背
景

・
課
題

実
現

イ
メ
ー
ジ

実
現

方
法
・
時
期

・
人

類
が
育
ん
だ
貴
重
な
資
産
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
、
宇
宙
の
象
徴
で
あ
る
「
月
面
」
と
い
う
ス
タ
ジ
ア
ム
に
届
け
た
い
。

開
発

の
た
め
の
開
発
で
は
な
く
、
掲
げ
た
夢
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
宇
宙
開
発
技
術
の
リ
ソ
ー
ス
と
、

地
球

上
の
英
知
が
結
集
し
、
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る
。

・
ア
ポ
ロ
を
超
え
、
人
類
が
こ
の
生
中
継
に
く
ぎ
付
け
に
な
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に

S
.W

.W
.は

さ
ら
に
進
化
を
遂
げ
る
。

・
同

時
に
進
む
、
宇
宙
空
間
の
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
の
研
究
開
発
は
、
宇
宙

飛
行

士
の
健
康
促

進
だ
け
で
な
く
、

来
た
る
宇

宙
旅
行
・
宇
宙
生
活
を
、
健
康
に
快
適
に
楽
し
む
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
大
き
く
活
き
る
。

人
類

が
初

め
て
地

球
外

の
「
星

」
で
開

催
す
る

宇
宙

平
和

祈
念

イ
ベ
ン
ト
「
月

面
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
（
仮

称
）
※

2
0
2
0年

2
0
2
5年

2
0
3
0年

2
0
5
0年

V
R
に
よ
る

宇
宙

ス
ポ
ー
ツ

ロ ボ ッ ト に よ る

月 面 オ リ ン ピ ッ ク

ア バ タ ー に よ る

月 面 オ リ ン ピ ッ ク

第 1 回 月 面 オ リ ン ピ ッ ク

開 催 （ 宇 宙 ア ス リ ー ト)

宇
宙

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ス
ポ
ー
ツ
競

技
案

策
定

IS
S
内

宇
宙

ス
ポ
ー
ツ
競
技
実
施

(宇
宙

飛
行
士

)

プ
レ

月
面

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(宇
宙

ア
ス
リ
ー
ト

＠
海

底
)

2
0
4
0年

サ
ブ
オ
ー
ビ
タ
ル

か
ら
月

面
観

戦
ツ
ア
ー
へ

海
中

の
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

月
面

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
例

：
「
棒

高
跳

び
」

跳
び
す
ぎ
る
と
降

り
て
く
る
ま
で

時
間

が
か

か
る

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界

大
会
」

2
0
3
0
年

の
エ
ン
タ
メ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
観

光
＠

宇
宙

宇
宙

×
IC

T
（
総

務
省

2
0
1
7
.6
）

・
各

国
の

宇
宙

関
連
機

関
と
広
告
業
界
に
よ
り
「
国
際
宇
宙
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

推
進

委
員
会

」
を
立
ち
上

げ
、
事
業
の
推
進
母
体
と
す
る
。

・
広

告
業

界
全

体
が
「
宇

宙
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
観
点
で
、
宇

宙
開
発

に
寄

与
し
て
い
く
。

・
そ
の
象

徴
的

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
月
面
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
構
想
を
、
国

際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委

員
会
（

IO
C）

と
連

携
す
る
形
で
「
宇
宙
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
を
発
足

さ
せ

、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
を
構
築

し
て
い
く
。

・
19

84
年

、
IO

Cが
電

通
と
組
ん
で
、
初
め
て
民
間
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
採
用

し
た
、
そ
の
ス
キ
ー
ム
が
モ
デ
ル
。

１
気

圧
の

空
気

を
内

包
し
た
人

工
空

間
（
ム

ー
ン
ド
ー
ム
）
で
、

鳥
の

よ
う
に
美

し
く
舞
う
競
技

も
面
白
い

※
「
宇

宙
」
と
し
て
い
る
理
由
は
、
将
来
的
に
、

月
面
だ
け
で
な
く
、
宇
宙
空
間
や
火
星
で
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
目
指
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

【
推

進
体
制
】

【
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

※
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
呼
称
は

IO
Cか

ら
の
承
認
が
必
要
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【
宇
宙

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ

ー
ク
の

設
立

】
 　

（
応

募
者

名
：
個

人
⑳
）

背
景
・
課
題

実
現
イ
メ
ー
ジ

実
現
方
法
・
時
期

【
宇
宙

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の
例
：
宇
宙
ラ
ジ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
】

月
面

基
地

（
ま
た
は

火
星
基
地
）か

ら
飛
び
立
つ
小

型
宇

宙
機
を
、
地

球
に
い
な
が
ら

実
際

に
遠

隔
操

縦
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
衛
星
通
信
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
大

規
模
衛

星
通
信

コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
介
し
た
高
速
通
信
に
よ
り
、
地

球
上
の

全
世
界

の
ユ
ー
ザ

が
同

時
に
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
楽
し
め
る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、

VR
・

AR
技
術

に
よ
り
、
実

際
に
宇

宙
空

間
で
操
縦
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
リ
ア
ル

性
を
感

じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

宇
宙

デ
ー
タ
利

活
用

の
一
環
と
し
て
、
宇
宙
を
舞
台

に
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取

り
揃

え
る
宇

宙
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
の
実
現
を
目
指
す
。

【
課

題
】
遠
隔

操
縦

宇
宙
機
の
安
全
性
（
シ
ス
テ
ム
の
監

視
体
制

）、
信
頼

度
の
高

い
超

長
距
離

・超
高
速
デ
ー
タ
通
信
、
月
面
基
地
の
整
備
な
ど

10
年

20
年

30
年

40
年

50
年

0年

大
規
模
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
（
電
波
＋
光
通
信
）

衛
星
通
信
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

リ
ア
ル
タ
イ
ム
遠
隔
制
御
実
証
実
験

VR
・

AR
技
術
と
の
統
合

VR
・

AR
技
術
の
高
度
化
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化

実
用
化

月
面
基
地
の
整
備

小
型
遠
隔
操
縦
宇
宙
機
の
開
発

衛
星
通
信
タ
ー
ミ
ナ
ル

小
型
遠
隔
操
縦
宇
宙
機
：
宇
宙

UA
V

（
U

A：
U

nm
an

ne
d 

Ae
ria

l V
eh

ic
le
）

宇
宙
ラ
ジ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
図

大
規
模
衛
星
通
信

コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
用

化
ま
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
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【1
0
次
産
業
：宇
宙
産
業
で
第

5次
産
業
革
命
を
興
す
】 
（
応
募
者
名
：
 個

人
㉑
）

背
景
・課
題

 

実
現
イ
メ
ー
ジ

 

実
現
方
法
・時
期

 

1
0

 
次
産
業

 

M
O

O
N
 S

M
A
R
T
 C

IT
Y
 

Sp
ac

e
-W

id
e-

W
e

b
 

S
M

A
R
T
 C

IT
Y
 

第
5
次

 
産
業
革
命

 

宇
宙
市
場

 
に
お
け
る

 
新
産
業
化

 

・
2

0
2

0
年
以
降
、

1
次
産
業
か
ら

4
次
産
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

Sp
ac

e-
W

id
e

-W
eb
の
働
き
に
よ
り

A
Iが
進
化
し
、

効
率
的
、
安
全
な
産
業
振
興
が
実
現
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の

S-
W

-W
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
で
４
つ
の
産
業
界
を
繋
ぎ
、

す
べ
て
の
産
業
を
統
合
し
た
、
い
わ
ば
「1

0
次
産
業
」と
呼
べ
る
全
産
業
の
牽
引
役
と
な
る
。

・
そ
の
統
合
の
象
徴
で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
構
想
」を
リ
ー
ド
し
て
い
る
技
術
と
人
材
が
、
月
面
で
の
ス
マ
ー
ト
構
想
へ
進
出
す
る
。

・
成
果
と
し
て
、
次
の
「
第

5
次
産
業
革
命
」
が
興
る
。
そ
の
舞
台
は
宇
宙
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
主
役
は

S-
W

-W
で
あ
る
。

宇
宙
産
業

 

・
ス
マ
ー
ト
構
想
を
推
進
し
て
い
る

N
ED

O
の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（

2
0

1
0
年
設
立
：会
員
約

2
6

0
社
）
が
、

そ
の
ス
マ
ー
ト
知
見
を
月
面
に
届
け
る
こ
と
を
発
表
し
、
経
済
界
全
体
の
注
目
を
獲
得
す
る
。

・
「
環
境
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

2
0

0
0
年
設
立
：会
員
約

1
5

0
社
）
を
モ
デ
ル
に
、
経
営
者
に
向
け
た
「宇
宙
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
設
立
さ
せ
、
ま
ず
は
宇
宙
に
お
け
る
産
業
基
盤
構
築
の
た
め
に
必
要
な
基
本
知
見
の
共
有
か
ら
着
手
す
る
。
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【宇宙政策立案ツール：Wisdom×Space】 （応募者名：個人㉒）

背景・課題

・我が国の宇宙開発の迷走・国際競争力の低下

・機能しない司令塔、省庁・部門毎の部分最適化政策

・数年で替わる政策担当者に背景・課題・失敗教訓等の集合知を提供

実現イメージ

Wisdom XにAIを用いてワンストップで現状と分析結果が得られるポータル構築と実運用

https://www.nict.go.jp/press/2015/03/31‐1.html https://www.nict.go.jp/press/2017/10/24‐1.html

実現方法・時期

・第一段階：ステークホルダーによるデータ集積 【ベータ版の作成】

・第二段階：登録ユーザによる試験運用 【データベースのアップデート・教訓情報抽出】

・第三段階：政策決定者の利用 【パブコメの政策への反映の判断】
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http://wisdom‐nict.jp/#question/any/%E5%AE%87%E5%AE%99%E9%96%8B%E7%99%BA%20%E5%95%8F%E9%A1%8C%E7%82%B9

期待できる効果

・エビデンスベースの政策立案【思いつきプロジェクトの排除】

・持続的なプロジェクト立案【やりっぱなしプロジェクトの排除】

・適切なPDCAサイクルの実現【現状はPDPDサイクル】

・政策立案への有効なパブコメの反映【現状は聞くだけ】

・宇宙政策の全体最適化【筋悪プロジェクトの撲滅】

非研究開発衛星の公開調達を堅持して産業化など幻想【イノベーションなど夢のまた夢】

真っ当な将来計画なくして成果なし・人もこない【このままでは原子力・地震予知と同じ轍】
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個人㉓

1.

2. 6000

300

500g 2 1
1800 2 900

100

20 2 100
DNA

50

1,150
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